
 

上松山区に伝わる市無形民俗文化財「松山花棒踊り」を次世代への継承に向

けた新たな取り組みとして、今年度、クラブ活動の時間に活動する｢郷土芸能ク

ラブ｣が発足しました。４年生６名、５年生６名の計１２名が所属しています。 

６月１６日(月)に、松山花棒踊り保存会の皆さんとの対面が行われ、地域伝

統芸能祭で披露されたときの動画を視聴したり、踊りで使用する花棒を手に持

ったりしました。また、子供達から「新しいク

ラブで楽しそう」｢芸能という言葉が目に留ま

った｣「地域の方とやりたかった」等と｢郷土

芸能クラブ｣を希望した理由を発表しました。 

７月７日(月)から本格的な練習が始まり、｢覚えが速い｣と褒められた子供

達でした。今後、校内外で発表の場があると思います。「松山花棒踊り」の

伝統が次世代に受け継がれていく姿を見守っていきたいと思います。 

 

 

花園青少協では、花園駐在所長に毎回帯同していただき、夏休み期間中のパ

トロールを実施しました。 

１班（婦人会、保護司、事務局）は７月１８日(金)、２班（市補導員と補導

員）は２５日(金)、３班（東部民児協）は８月１日（金）、４班（行政区長

会）は８月８日(金)に実施しました。酷暑と御多用の中、御協力ありがとうご

ざいました。なお、花園地区体育会、花園小ＰＴＡの皆さんには冬休み期間中

に協力をお願いする予定です。 

 

 

宇土市民会館において、宇土市少年の主張大会が開催されました。３２３点の応

募の中、各小中学校から１名ずつ、計１１名の発表が行われました。 

地球温暖化の問題やふるさとのよさ、米作り、スポーツを通した学び（努力、感

謝）等、日頃抱いている思いや社会に対しての提言を自分の言葉で主張しました。 

花園小の代表児童も、友達を大切にする３つの心がけ｢自分から『おはよう、元

気』と話しかける｣「相手の気持ちを考えて寄り添う」「自分の気持ちを正直に伝

える」について、落ち着いて堂々と発表しました。 

 

 

県環境センターの中村環境指導員を講師に迎えて実施しました。 

環境学習では、きれいな海を守るために自分たちができることとして、プラご

みを減らす新ルール（プラ新法）「えらんで：エコなプラ製品を選ぼう」「減らし

て：マイバック、マイボトルをもとう」「リサイクル：プラごみの分別をきちん

としよう」を呼びかけられました。 

リ・グラスアートでは、ガラスカレット(ガラスくず)

等を活用した世界にひとつだけの作品を作りました。  

「いろいろな色を使ってきれいにできた」と満足している子供や「すごく上手

にできたね」「すごいね」と保護者に褒められて喜んでいる子供の姿がありまし

た。 
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三日山如来寺 

よろしくお願いします！ 

７月１８日～花園地区青少年健全育成協議会パトロール 

７/３０（水） 宇土市少年の主張大会 
おはよう、元気！ 

棒を床に打ち付ける音は迫力十分 

松山花棒踊り保存会との対面 

唄に合わせて踊る子供達 

８/２（土） 第３回青空教室｢環境学習と物づくり「リ・グラスアート」１、２年生対象 

海のプラスチックごみの問題 

世界にひとつだけの作品完成 

婦人会、保護司、花園駐在所の皆さん 

山花棒踊り保存会との対面 


